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Ef一首0g 〟BH･Zo(0;a).-〟-Atan[ 打(喜一 nfo)]･
xは打-… の場合の摂動計算の結果を使 うo nf-nf†+nfl-1の極限では
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らに重 くなる｡この理論ではxが電子相関による質量の増幅を表す｡U-0では x は 1であ
ることが示せる｡電子相関の強い場合は近藤効果のために xは大きくなっていて,たとえば,










3つに置き換わる｡ここで繰 り込まれたiサイ トのf準位の深さは,式 (2)よりiサイ トで0
スピンを持っf電子数nfoを用い
Efq了〟 -Aitan[打(喜一nfoi)]･ (4)

















































ノンよりは IqJ～kf (フェルミ波数 )程度の短波長のフォノンが重要であるOこの程度の



















13. Ce不純物による磁気抵抗 一 結晶場分裂を考慮した場合
東理大 ･理工 半揮 克郎,芳田 杢
京 大 ･基研 山 田 耕 作
高密度近藤系のCe化合物 (CeA13,CeCu2Si2等 ),および,その合金 (CeをLaなど
で置換したもの)の電気抵抗 ･磁気抵抗を議論する目的で,Ceイオンの結晶場分裂を考慮し
た場合の S-f交換相互作用による(基底状態における)磁気抵抗の定式化と計算を行なう｡
ノ､ミルトニアンは,
a-Hc+Hf+Hex (1)
ここで,Hcは伝導電子のエネルギーである｡Hfは,Ceイオンの4f電子のエネルギーであ
って,スピン-軌道相互作用,結晶場,外部磁場によるゼーマン･エネルギーを考慮して,全
体を対角化した表示をとる｡その固有状態を区別する添字をM とする｡ S-f交換相互作用は
次の様にとる｡
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